
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

   

   

 

   

   

   

 

     

   

 

 
(％表示は、対前期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成25年２月期第３四半期の連結業績（平成24年３月１日～平成24年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年２月期第３四半期 37,528 8.1 2,973 167.2 3,023 199.3 2,706 －
24年２月期第３四半期 34,712 △0.8 1,112 － 1,010 － 3 －

(注) 包括利益 25年２月期第３四半期 2,733百万円( －％) 24年２月期第３四半期 △340百万円( －％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益
円 銭 円 銭

25年２月期第３四半期 73.54 －
24年２月期第３四半期 0.08 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年２月期第３四半期 39,157 28,916 73.8
24年２月期 35,697 26,161 73.2

(参考) 自己資本 25年２月期第３四半期 28,879百万円 24年２月期 26,145百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年２月期 － 0.00 － 0.00 0.00
25年２月期 － 0.00 －

25年２月期(予想) － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年２月期の連結業績予想（平成24年３月１日～平成25年２月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,700 6.9 3,500 38.2 3,500 37.4 3,000 164.4 81.50

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 

 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 社（社名） 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年２月期３Ｑ 40,213,388株 24年２月期 40,213,388株

② 期末自己株式数 25年２月期３Ｑ 3,405,226株 24年２月期 3,405,100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年２月期３Ｑ 36,808,224株 24年２月期３Ｑ 36,808,517株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断さ
れる一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要や個人消費の持ち直しな

どにより緩やかな回復基調になりましたが、円高や欧州債務危機問題の長期化、電力供給不足の不安な

ど、景気の先行きについては依然不透明な状況にあります。 

このような経営環境のもと、当社グループは、国内市場におきましては、期初より新商品を投入し、

広告宣伝費や販売促進費を増額（前年同期比）することで新規顧客の獲得を図るとともに、お客様サー

ビスの向上による既存顧客の定着を促進いたしました。海外市場では北米でのボズレー事業と欧米のウ

ィッグ事業の拡大に努めました。  

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は375億28百万円（前年同期比8.1％増）、営業利益は

29億73百万円（前年同期比167.2％増）、経常利益は30億23百万円（前年同期比199.3％増）、四半期純

利益は27億6百万円（前年同期は四半期純利益３百万円）となりました。  

  

報告セグメント別の状況は、次のとおりであります。 

  

①アデランス（オーダーメイド）事業  

男性売上は、オーダーメイドウィッグや増毛商品、さらには、育毛機器類やヘアケア商品の売上も堅

調に推移し74億90百万円（前年同期比6.0％増）となりました。女性売上も、反響型TVCMの展開、展示試

着会の開催を増やしたことなどにより、116億43百万円（前年同期比18.4％増）となりました。その結

果、アデランス事業の売上高は191億33百万円（前年同期比13.2％増）となり、営業利益は54億66百万円

（前年同期比24.2％増）となりました。 

②フォンテーヌ（レディメイド）事業  

百貨店・直営店売上は、商品ラインアップの充実や販売員の接客技術の向上により、61億円（前年同

期比11.6％増）となりました。美材ルート売上は、市場環境が依然として厳しい状況が続きましたが、

キャンペーンを行うなど需要の掘り起こしに努めた結果、17億９百万円（前年同期比0.1％増）となりま

した。その結果、フォンテーヌ事業の売上高は78億10百万円（前年同期比8.9％増）、営業利益は24億47

百万円（前年同期比39.5％増）となりました。 

③ボズレー（ヘアトランスプラント）事業  

北米でヘアトランスプラントを展開しているボズレー事業の売上高は、広告宣伝の投入量を増やした

ことで、現地通貨ベース（米ドル）では78百万米ドル（前年同期比3.0％増）、円貨換算では62億14百万

円（前年同期比1.8％増）、営業利益４億74百万円（前年同期比2.5％減）となりました。 

④その他事業  

海外ウィッグ事業では、北米業績は新たな商品ブランドの市場への浸透を図りましたが売上が想定を

下回り、人件費や広告宣伝費の先行投資があり、営業赤字となりました。欧州業績は、医療用ウィッグ

売上が好調で、売上高、営業利益とも堅調に推移しました。その他事業の売上高は76億61百万円（前年

同期比3.2％減）、営業損失は７億94百万円（前年同期は３億50百万円の営業損失）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金（11億65百万円増）や受取手形及び売掛金

（９億１百万円増）の増加等により前連結会計年度末に比べ34億60百万円増加し、391億57百万円となり

ました。 

負債は、未払費用（10億79百万円増）や支払手形及び買掛金（１億76百万円増）の増加等により前連

結会計年度末に比べ７億６百万円増加し、102億41百万円となりました。  

純資産は、利益剰余金が27億39百万円増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ27億54百万円

増加し、289億16百万円となりました。  

  

業績予想につきましては、平成24年10月11日公表の業績予想を変更しておりません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。 

  

（たな卸資産の評価方法の変更） 

当社は、ウィッグを除くその他の商品及び貯蔵品の評価方法について、従来、最終仕入原価法（貸借

対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）によっておりましたが、新たな基幹シ

ステムの導入を行ったことを機に、より適正なたな卸資産の評価及び期間損益計算を行うことを目的と

して、第１四半期連結会計期間より移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下

に基づく簿価切下げの方法）に変更しております。 

なお、この変更による影響額は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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（４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更

及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適

用しております。 

  

(米国会社の株式取得に係る基本合意書の締結) 

当社グループは、北米で美容サロン事業を展開するRegis Corporation（以下「Regis」という。）と

の間で、Regis の子会社であるHC（USA）,Inc.（以下「Hair Club」という。）の全株式譲受けに関

し、平成24年７月13日付で、基本合意書を締結しました。なお当初、企業結合予定日を平成24年12月中

としていましたが、平成25年２月中となる見込みです。 

Ⅰ 企業結合の概要 

①被取得企業の名称及びその事業の内容 

 被取得企業の名称  HC（USA）,Inc. 

  事業の内容    オーダーメイドウィッグ、育毛サービス、ヘア・トランスプラント 

②企業結合を行う主な理由 

当社グループは、ウィッグ、理美容・育毛サービスやヘア・トランスプラントサービスなどの提供

を通じて、総合毛髪関連事業におけるグローバルグループとしてお客様の視点に立った経営を推し

進めることにより、企業価値の向上に努めています。 

当社グループの事業戦略の中で最も重要な事業領域の一つで核を構成している事業は、海外ウィッ

グ事業とヘア・トランスプラント事業でありますが、両事業には多くの競合が存在し激しいエリア

となっており、当社グループは、北米市場での業績の拡大・向上への取り組みの一環として、ウィ

ッグ事業とヘア・トランスプラント事業を営んでいる Hair Club の株式全部を譲り受けることに

関し、Regis との間で基本合意書を締結し、今後同社を子会社化することとしています。 

③企業結合日 

平成25年２月中となる見込みであります。 

④企業結合の法的形式 

株式取得 

⑤取得する議決権比率 

100％ 

Ⅱ 被取得企業の取得原価（予定額） 

163.5百万米ドル 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,495 12,660 

受取手形及び売掛金 4,220 5,121 

商品及び製品 1,971 2,739 

仕掛品 158 201 

原材料及び貯蔵品 708 821 

繰延税金資産 444 457 

その他 1,491 1,280 

貸倒引当金 △98 △186 

流動資産合計 20,390 23,095 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,102 3,040 

土地 4,270 4,271 

リース資産（純額） 620 654 

その他（純額） 732 1,176 

有形固定資産合計 8,725 9,143 

無形固定資産   

のれん 222 470 

その他 2,439 2,600 

無形固定資産合計 2,661 3,071 

投資その他の資産   

投資有価証券 229 226 

繰延税金資産 66 74 

敷金及び保証金 3,222 3,246 

その他 942 882 

貸倒引当金 △542 △582 

投資その他の資産合計 3,919 3,847 

固定資産合計 15,306 16,062 

資産合計 35,697 39,157 
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年２月29日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 257 434 

未払金 1,645 1,733 

未払法人税等 278 211 

繰延税金負債 2 2 

前受金 1,179 1,066 

賞与引当金 956 495 

商品保証引当金 67 78 

返品調整引当金 122 200 

その他の引当金 21 11 

その他 1,934 3,219 

流動負債合計 6,467 7,451 

固定負債   

リース債務 588 326 

繰延税金負債 0 46 

退職給付引当金 888 956 

資産除去債務 1,015 1,034 

その他 574 426 

固定負債合計 3,068 2,790 

負債合計 9,535 10,241 

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,944 12,944 

資本剰余金 13,157 13,157 

利益剰余金 10,934 13,674 

自己株式 △6,987 △7,020 

株主資本合計 30,048 32,755 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △3 1 

為替換算調整勘定 △3,898 △3,877 

その他の包括利益累計額合計 △3,902 △3,876 

新株予約権 15 37 

純資産合計 26,161 28,916 

負債純資産合計 35,697 39,157 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 

 第３四半期連結累計期間 

 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年11月30日) 

売上高 34,712 37,528 

売上原価 6,567 6,863 

売上総利益 28,145 30,664 

販売費及び一般管理費 27,032 27,691 

営業利益 1,112 2,973 

営業外収益   

受取利息 10 15 

受取配当金 1 1 

不動産賃貸料 102 44 

為替差益 － 44 

その他 116 103 

営業外収益合計 231 208 

営業外費用   

支払利息 46 33 

不動産賃貸費用 47 15 

支払手数料 51 58 

為替差損 87 － 

貸倒引当金繰入額 66 39 

その他 34 11 

営業外費用合計 333 158 

経常利益 1,010 3,023 

特別利益   

固定資産売却益 146 5 

貸倒引当金戻入額 6 － 

賞与引当金戻入額 270 － 

その他 514 0 

特別利益合計 938 5 

特別損失   

固定資産売却損 788 0 

減損損失 44 84 

投資有価証券評価損 9 11 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 307 － 

その他 464 29 

特別損失合計 1,615 125 

税金等調整前四半期純利益 333 2,903 

法人税等 330 196 

少数株主損益調整前四半期純利益 3 2,706 

四半期純利益 3 2,706 
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 

 至 平成24年11月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3 2,706 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △21 5 

為替換算調整勘定 △322 20 

その他の包括利益合計 △343 26 

四半期包括利益 △340 2,733 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △340 2,733 
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該当事項はありません。  

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日 至 平成23年11月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に海外ウィッグ事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△5,179百万円は、セグメント間取引消去△80万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△5,098百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年11月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に海外ウィッグ事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△4,619百万円は、セグメント間取引消去23百万円、各報告セ

グメントに配分していない全社費用△4,643百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額

（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
(注３)

アデランス

事業

(オーダーメイド)

フォンテーヌ

事業

(レディメイド)

ボズレー

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

16,901 7,171 6,101 4,539 34,712 ― 34,712

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 3,371 3,371 △3,371 ―

計 16,901 7,171 6,101 7,910 38,084 △3,371 34,712

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

4,401 1,754 486 △350 6,291 △5,179 1,112

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額

（注２）

四半期連結
損益計算書

計上額
(注３)

アデランス

事業

(オーダーメイド)

フォンテーヌ

事業

(レディメイド)

ボズレー

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

19,133 7,810 6,214 4,370 37,528 ― 37,528

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 3,290 3,290 △3,290 ―

計 19,133 7,810 6,214 7,661 40,819 △3,290 37,528

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

5,466 2,447 474 △794 7,593 △4,619 2,973
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社グループは組織変更を契機に、業績管理区分の見直しを行ったことに伴い、第１四半期連結会計

期間より以下のとおり報告セグメントの区分を変更しております。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方法

により作成しております。 

  

  

 
(※１)  従来「フォンテーヌ事業」に区分していたサロン（女性）を「アデランス事業」に変更しました。 

(※２)  従来「営業開発事業」に区分していた美材ルートを「フォンテーヌ事業」に変更しました。 

(※３)  従来「営業開発事業」に区分していた医療事業を「その他」に変更しました。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

「その他」において、当第３四半期連結会計期間に医療用ウィッグの大手販売会社であるLe 

Nouvel Espace Beauté SAを子会社化したことに伴い、のれんが2,647千ユーロ（265百万円）発生し

ております。なお、発生したのれんの金額は、暫定的に算定された金額であります。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

旧セグメント 新セグメント

セグメント サービス名 セグメント サービス名

アデランス事業（男性） サロン（男性）

アデランス事業
（オーダーメイド）

サロン（男性）

フォンテーヌ事業（女性）

サロン（女性） 
（※１）

サロン（女性）

百貨店・直営店

フォンテーヌ事業
（レディメイド）

百貨店・直営店

営業開発事業

美材ルート 
（※２）

美材ルート

医療事業 
（※３）

ボズレー事業
ヘアトランスプラ
ント

ボズレー事業
ヘアトランスプラ
ント

その他

医療事業

その他 その他 その他

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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